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針金や竹ひごを使ってつくる
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①　自分のイメージする形の大まかな骨組みを竹ひごや針金を使ってつくる。
　　竹ひごは１㎝幅程度の凧を製作する時に使うものが適当である。

　　針金は各種あるが，園芸用のアルミ線が柔らかくて扱いやすい。（♯１６♯１５

♯３０♯２０などカラーワイヤーもホームセンターで手軽に手に入る。）
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②　一人では接着がむずかしいので，友だちと協力し，作品を持ってもらって細いワイヤーで固定する。ひもを巻いてもよい。ホットボンドも有効である。

③ ②のまわりに風船の時と同様に障子紙や和紙を切ったものを貼り合わせていく。

　 竹ひごや針金の接合部分は紙が貼りにくいので，両面テープなどを用いるとよい。

　 異質な素材同士の接合方法については教師の援助が必要である。

④ 完全に乾いたら（夏場１日・冬は２日）好きな色で彩色する。
または和紙などで加飾する。

⑤乾いたら，ニス（水性ニスが手軽）を塗ってもよい。 

⑥電球を取り付けた板にのせて完成(ボンドまたはネジでつける）。
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山城小学校児童製作の作品３点
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ペンチの使い方　　　　　　　　　　針金と竹ひごの両方利用
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金魚のランプ（骨組みをつくった後，花屋さんが使う包装紙を使って加飾したもの）

